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近
年
経
済
成
長
が
著
し
い
イ
ン
ド
と
中

国
は
、
世
界
銀
行
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
（
二
○

○
六
年
）
に
よ
る
と
世
界
経
済
の
そ
れ
ぞ

れ
一
・
八
二
％
と
五
・
○
三
％
を
占
め
て

い
る
。IM

S Health

の
統
計
に
よ
る
と
、

二
○
○
六
年
に
全
世
界
で
約
六
四
三
○
億

ド
ル
の
販
売
が
あ
っ
た
医
薬
品
部
門
で
は
、

イ
ン
ド
の
国
内
市
場
の
販
売
額
は
全
世
界

の
一
・
一
四
％
、
中
国
の
場
合
は
全
世
界

の
二
・
○
八
％
で
あ
っ
た
。
両
国
の
経
済

規
模
と
比
較
す
る
と
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
数
字

久
保
研
介

新
刊
紹
介

久
保
研
介
編
『
日
本

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
市
場
と
イ
ン
ド
・

中
国
の
製
薬
産
業
』

は
、
以
下
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、
イ
ン
ド

と
中
国
の
製
薬
産
業
の
重
要
性
を
覆
い
隠

し
て
い
る
。

第
一
に
、
イ
ン
ド
は
最
終
製
剤
と
呼
ば

れ
る
最
終
製
品
部
門
お
よ
び
原
薬
と
呼
ば

れ
る
原
料
部
門
の
両
方
に
お
い
て
、
輸
出

超
過
で
あ
る
。
中
国
で
も
原
薬
に
関
し
て

は
輸
出
が
輸
入
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、

最
終
製
剤
は
輸
入
超
過
で
あ
る
も
の
の
、

純
輸
入
の
金
額
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

そ
の
た
め
印
中
両
国
の
製
薬
産
業
の
生
産

量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
市
場
に
お
け
る

販
売
量
を
上
回
っ
て
い
る
。

第
二
の
理
由
は
、
両
国
と
も
原
薬
部
門

に
お
い
て
国
際
競
争
力
を
持
っ
て
お
り
、

世
界
市
場
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
デ
ー
タ
は
最
終

製
剤
の
販
売
額
の
み
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、

原
薬
の
取
引
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

第
三
の
理
由
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
製

薬
産
業
が
、
単
価
が
比
較
的
低
い
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
主
に
生
産
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
数
量
ベ
ー
ス
で

見
た
世
界
市
場
に
お
け
る
イ
ン
ド
・
中
国

の
シ
ェ
ア
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で
見
た
シ
ェ

ア
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
焦
点
を
当
て
、
イ
ン
ド
・
中
国
製
薬
企

業
の
役
割
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬
の
特
許

期
間
が
満
了
し
た
あ
と
に
登
場
し
、
新
薬

と
同
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
製
品
で
あ

る
。
独
占
供
給
が
一
般
的
な
新
薬
と
は
異

な
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
複
数
の

メ
ー
カ
ー
が
競
争
的
に
供
給
す
る
た
め
、

比
較
的
安
価
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
日
本
な
ど
の
先
進
国
で
は
、
国
民

医
療
費
を
削
減
す
る
手
段
と
し
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
本
書
の
分
析
対
象
で
あ
る
イ
ン
ド
と
中

国
の
製
薬
産
業
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
製
造
拠
点
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す

る
。
ま
ず
第
一
章
（
久
保
研
介
）
で
は
、

日
本
で
近
年
実
施
さ
れ
て
き
た
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
政
策
を
紹
介
す
る
。
日
本
市

場
に
進
出
す
る
イ
ン
ド
・
中
国
の
企
業
に

と
っ
て
重
要
な
の
は
、
高
い
品
質
と
安
定

供
給
の
能
力
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
章
か
ら
第
四
章
で
は
、
イ
ン
ド
の

製
薬
産
業
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
す
る
。

産
業
の
歴
史
的
発
展
に
焦
点
を
当
て
た
第

二
章
（
湊
一
樹
）
か
ら
は
、
イ
ン
ド
企
業

の
競
争
力
の
源
泉
が
明
ら
か
に
な
る
。
な

か
で
も
一
九
七
○
年
代
に
採
用
さ
れ
た
、

製
法
特
許
の
み
を
認
め
る
特
許
制
度
が
、

今
日
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
産
業
の
基
礎
作
り

に
貢
献
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
三
章

（
上
池
あ
つ
子
）
で
は
、
小
規
模
企
業
に

対
す
る
品
質
基
準
の
履
行
強
制
や
、
医
薬

品
価
格
規
制
の
あ
り
方
な
ど
、
イ
ン
ド
の

製
薬
産
業
が
今
日
抱
え
る
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
。
第
四
章
（
上
池
あ
つ
子
）
は
、

イ
ン
ド
製
薬
産
業
が
近
年
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
。

第
五
章
と
第
六
章
は
、
中
国
の
製
薬
産

業
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
産
業
の
全

体
像
を
把
握
す
る
第
五
章
（
項
安
波
・
張

政
軍
・
陳
小
洪
・
渡
邉
真
理
子
）
は
、
中

国
製
薬
産
業
の
特
徴
と
し
て
政
府
の
大
き

な
役
割
と
、
最
近
ま
で
弱
か
っ
た
特
許
保

護
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
未
解
決
の
課

題
と
し
て
品
質
基
準
と
価
格
規
制
の
問
題

に
言
及
し
て
い
る
。
第
六
章
（
渡
邉
真
理

子
・
項
安
波
・
張
政
軍
・
陳
小
洪
）
か
ら

は
、
中
国
企
業
に
と
っ
て
国
内
市
場
と
海

外
市
場
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
イ
ン
ド
企
業
に
と
っ
て
輸
出
市

場
が
圧
倒
的
に
重
要
で
あ
る
の
に
対
し
、

中
国
企
業
に
と
っ
て
は
、
相
対
的
に
国
内

市
場
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
七
章
と
第
八
章
で
は
視
点
を
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
に
向
け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
原
薬

メ
ー
カ
ー
の
競
争
力
の
源
泉
を
探
る
。
第

七
章
（
久
保
研
介
）
で
は
、
各
国
の
特
許

制
度
の
違
い
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
市
場
に
お

け
る
参
入
行
動
に
与
え
る
影
響
に
注
目
し
、

特
許
制
度
が
弱
い
国
の
企
業
ほ
ど
競
争
力

が
高
い
こ
と
を
示
す
。
第
八
章
（
久
保
研

介
）
で
は
、
近
年
米
国
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

市
場
で
進
展
し
て
い
る
最
終
製
剤
部
門
と

原
薬
部
門
と
の
間
の
垂
直
統
合
化
に
着
目

し
、
そ
の
動
機
を
探
る
。

本
書
で
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
製
薬
産

業
の
競
争
力
の
源
泉
を
明
ら
か
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
両
国
産
業
が
抱
え
る
課
題
を

正
確
に
紹
介
す
る
こ
と
に
も
力
点
が
置
か

れ
て
い
る
。
今
後
、
両
国
の
企
業
が
日
本

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
市
場
で
シ
ェ
ア
を
高
め

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
様
々
な
課
題

が
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

も
、
冷
静
に
観
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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